
 

 

JAL、旅客サービス3商品で「グッドデザイン賞」受賞 
～竹製車椅子、国際線エグゼクティブクラスシート、パリ線ミール(機内食)が評価されました～ 

 

201 1年 10月 3日

第 1 1 0 8 2 号 

 

JAL は本日、公益財団法人日本デザイン振興会より 2011 年度「グッドデザイン賞」を受賞しました。

今年度は、3,162 件の審査対象に対して 1,112 件が選ばれましたが、JAL が出展した商品について

は 3商品すべてが賞をいただくことができました。 

各商品の概要、並びに評価されたポイントは以下のとおりです。 

JAL は、これからもお客さまの利便性・快適性を向上させつつ、サステナブル社会(持続可能な社

会)の実現に向けた優れたデザインの商品を提供してまいります。  

 

1. 竹製車椅子 

(1) 概要 

竹製車椅子は、車輪はもとより、強度を保つ軸や軸受け、ブレーキなど、まったく金属を使用し

ていません。大車輪に装着される握り手部分(ハンドリム)の輪状も竹で作られており、竹特有の

温かさを感じることができます。これまで金属製車椅子をご利用されるお客さまは、車椅子の金

属が空港の保安検査場の検知器に反応するため、ボディチェックを必ず受けざるをえませんで

した。竹製車椅子は金属反応が出ないことから、お客さまは車椅子のまま保安検査場を通過し、

搭乗口まで行くことが可能となります。 
注) お客さまが身に着けておられるものが反応した場合は、通常と同じくボディチェックが行われます。 
 

配備空港 (2011年10月現在) 

2011年１月 大分空港 １台 

2011年2月 羽田空港(国内線) 2台 

2011年5月 伊丹空港 1台 

 

(2) 評価基準のひとつである「サステナブル社会の実現」に向けて、取り組んだこと: 

自然界に生息し、生態循環が早い竹の部品を多く取り入れて、車椅子の製作を行いました。 

本商品が天然素材の新たな活用のさきがけとなると考えます。 

 
 



 

 

 

2. JAL国際線エグゼクティブクラスシート「JALスカイリクライナー」 

(1) 概要 

「上質なくつろぎを感じる、自由満ち足りた時間(とき)」をコンセプトに開発しました。 

優しく包み込むイメージのラウンドシェイプシートバック、薄く軽やかに見せるダブルレイヤード

スタイルがデザイン上の特徴であり、まるでプライベートソファに腰掛けたようなくつろぎ感を実

現しています。ほかにも 

・大型のセンターデバイダーによる着席空間のプライバシーと開放感の両立 

・前席下の広い空間、大容量のシートポケットなど収納の充実 

・ムーバブルアームレスト(車椅子対応)の採用 

・ユニバーサルデザインの考えを踏まえ、使い易さを向上させた大型ボタンのシートコントローラ

ーの採用 

などお客さまが使いやすい機能を備えています。 
 

対象路線 

東京(成田)発 シンガポール線/ハノイ線/バンクーバー線 

東京(羽田)発 北京線/シンガポール線 

 

(2) 評価基準のひとつである「サステナブル社会の実現」に向けて、取り組んだこと 

航空機は大量の燃料を使用するため、軽量化による「低燃費」の流れは時代の必然です。 

機内のシートにおいても、金属素材はもちろん、シートファブリックなどについても肌触りや風合

い感を維持しながら、グラム単位での軽量化を実現しています。 

 

   



 

 

 

3. JAL国際線パリ線プレミアムエコノミー、エコノミークラスミール(機内食) 

(1) 概要 

これまでの機内食の枠組にとらわれず、平面でしかなかったトレイマットを初めて立体的に仕上

げ、狭い機内でも空間の広がりを感じていただけるように工夫しました。マットの折り返しをめく

っていただくと、その下に隠された機内食を目でも楽しんでいただけます。 

「地方という価値」をコンセプトに、日本とフランスの四季の移ろいを感じさせる食文化を体現す

るため、双方の主要な風景をマットにデザインし、食事内容(日本=和食、フランス=洋食)とマッチ

した演出を狙っています。お客さまが抱く「機内食」の概念をよい意味で裏切り、斬新さを感じて

いただきたいと考えています。 

 

(2) 評価基準のひとつである「サステナブル社会の実現」に向けて、取り組んだこと 

航空機の軽量化は航空会社の担う責務であり、機内搭載備品はもちろんのこと、機内食・飲料

もいかに軽量化を図れるかが命題となっています。食器類をディスポーサル素材に変更、ワイ

ンボトルはプラスティック容器にする一方、機内にて客室乗務員がそれらを分別回収し、膨大な

数量をリサイクル処理し、原料の循環を促しています。 

 

   
 

 

 以上 


